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うさおは学生の時から、家紋について興味を持っていました。それと言うのも落語が好きで、江戸

文化に底知れとない共感を抱いていました。あの独特の江戸弁ってやつにこよなく愛着を持ったので

す。「かっちけねえ」、「ゆんべ」、「べらんめえ」、「おれっち」、「あっし」、「こちとら」、「こんこんち

きめ！」圓生演ずるところの「木乃伊取り」の枕では、「ちかごろの、わがいひとは、どうも、せっ

かちでいけねえねえ。」ってくだりがありますが、「よござんすねえ～」。 
杉浦日向子さんほど凝り性でなかったので、途中から紋章の美学に取り付かれていきました。家紋

は今やどこのお宅にも存在し、お墓に刻み込んでいますよね。もともと、公家か武家でなければ家紋

は持ちませんでした。苗字・帯刀と対で存在するものなのです。ですから、町民でも苗字・帯刀を許

された人は家紋を持っていましたし、商人でも屋号とともに紋を持っていました。 

幾つか例を挙げておきますと、昔、花魁が「源平籐橘、四姓と枕を交わす卑しき身でありんすの

に･･･」と宣うた如く、全ての日本人の祖先を辿ると、源氏、平氏、藤原、橘に行き着くんだそうで

すな。菊紋と桐紋は朝廷の賜紋ですので、これは別格ですが、ここに代表的な家紋を示しておきます。

うさおんっちの家紋は丸に剣方喰ですが、方喰は葵のご紋に似ていると言うことで江戸時代には、徳

川家一門にしか許されなかった時代もあったそうですよ。 

 

「笹竜胆」清和源氏だけのものではないが、源氏を代表する紋所。 

 

 

「揚羽蝶」ポルノグラフィティじゃあなく、桓武平氏を代表する紋とされています。 

 

 

「下り藤」内藤様が有名。加藤、佐藤、この紋様が逆さになって「上り藤」 

 

 

「橘」日蓮宗のお寺さんの寺門は「井桁に橘」が一般的です。 

 

 

墓石は苗字と家紋の関係が判って大変面白いのですが、墓地で他所の家のお墓をぱちぱち写真にと

っているところを見られたら、何か怒られそうでまだ出来ないで居るよ。 

それに石屋さんに見つかると商売敵が来たのかと、玄翁※1で頭のひとつもぶん殴られそうです。 

by うさお 入江町編 
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さて、また神奈川お台場を航空写真から検証してみましょう。（神奈川区に余り誇れるものがない

から、すげえ取り上げちゃうのね。）写真の円内のところが問題の箇所です。大きい丸が「神奈川台

場跡」の碑が建っていて石垣が残っているところ。昔の地図で見ると明らかに碑が建っているところ

が海だったんです。小さい丸が「西取渡り道」の橋台部の石積みの場所。現在は「台場公園」。 

大きい丸の海側は貨物線の「東高島駅」。破線の丸の所は古い廃線跡で、鉄橋が残っていたところで

す。この貨物線のさらに南側の埋立地は最近高層のマンション群が造られています。地震のときに怖

そうですが、横浜が近いというのも魅力になっているようですよ。 

この古い廃線跡がある運河までが、入江川となります。以前入江川という大変ローカルな川の周辺

をご紹介しましたが、今回は多少今昔の様子を踏まえてみてみたいと思っています。（って、実は「子

安小学校百年史」ってえもんを手にいれっちゃったもんで、そんでね！） 

この小学校は以前にも「入江川｣の項でご紹介しましたが、こ

の時は明治6年10月に神奈川県橘樹群西子安村3077番地に子

安学舎が建てられたと書きました。どうも、正確には当時の文

部省による学制の実施により、第三大区四小区子安村と言う学

区で萱葺き屋根の学舎が建てられたようです。 
この学制の実施が明治 5年のことですので、子安小学校は新

政府にとっても「学び」の先駆け的存在だったようです。これ

らの教育には、多くの米国人が貢献しています。スコット、モルレー、クラーク、リーランドなどが

文部卿（文部省長官）の顧問として活躍しました。クラークは「少年よ、大志を抱け。」のクラーク

です。 

そして明治27年1月に橘樹郡子安村大字村子安入江川1478番地に移転し、｢子安尋常小学校｣とな

再掲:創生時の子安学舎 
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JR京浜東北線 

国道第二京浜 

国道第一京浜 横浜一の宮 

現在の 

子安小学校 

 

オルトヨコハマ 

新子安駅 

明治乳業 

浅野学園 

日産グラウンド 

首都高 1号線 

ライ隊員！そんな顔したって意

気地なしは意気地なしだよ！ 

ります。今の横浜一の宮明神さんの麓辺り、明治乳業の

工場付近でしょうか。うさおたちの母も叔母もこの子安

小学校の出身です。母は校舎は木造だったと記憶してい

るそうです。ですからこの辺りにあったんですね。大正

12年に関東大震災にみまわれ校舎が崩壊したため、現在

の場所に鉄筋コンクリート造の校舎を建てました。 

この大正年間には、この学校に高等科教科が併設され

ていたそうです。尋常科 4年及び高等科 3年と言います

から、今で言う中学 1年生くらいまで受け持っていたの

でしょう。 

先ずはお散歩から始めたのですが、途中か

らライ隊員がぐずり始め、もう歩くのはいや

だと言い始めたものですから、抱っこして家

まで持ち帰りました。いやあ、16kgって重い、

重い。意気地のないライ隊員でした。 

上の地図で、「オルトヨコハマ」は以前日本

鋼管の寮があったところで、現在は超高層住

宅群があります。 

「浅野学園」は「鶴見線｣をご紹介した時に

述べましたが、浅野惣一郎氏がコンクリート
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こちらが子安小学校 

こちらが｢オルトヨコハマ｣ 

の実技を教える学校として作られまし

た。今や進学校で難しい学校だと聞い

ています。「鶴見線浅野駅」は氏の業績

を称えて駅名にしました。 

気分を取り直して、お散歩の続きで

す。今度は裏山から回ってみることに

しました。横浜に住んでいるとはいえ、

実際はこんな鄙びたところで、最近よ

うやく開けてきました。辿っていくと

昔の子安までの道にぶつかります。い

までは道が狭く余り車では通りたくな

いところです。 

三菱鉛筆の工場脇を通り、以前「煙

突編｣でご紹介しました、無くなって

しまったお風呂屋さん跡を見ながら、

第二京濱国道を横切ると小安小学校

が見えてきます。 

上の白黒写真にある建物の角にあ

る銅版がこれ。 

こんな風にちゃんと残してあるんですね。白黒写真の側面

の逆U字の窓を覚えていてください。 
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それがこれ。ステンドグラスが嵌めてあったんです。

残念ながら校舎の建て替えの時に一部を残して壊さ

れてしまいました。内部を写したかったのですが、最

近の学校はセキュリティの問題で一般人を入れてく

れませんので、「子安小学校百年史」から拝借してき

ました。 

 記念物を残すのは善いのですが、もう少し情緒も残

して欲しいね。 

 さて、子安小学校の校章ですが、どうやら月桂樹に

子安の字を配しているようです。いっその事、橘樹郡

子安村ですから、橘にしてしまえばよいのにね。まあ、

大正の時代にしてはハイカラです。(大正２年) 

 この小学校にはこれ以外にも大正時代の「大禮記念

樹｣の碑があります。 

周りに生えている樹がそうじゃあありませんよ。実際

何を植えたかが問題ですが、それこそ橘にして欲しい

なあ。たぶん白樺とか、楡とか、ポプラでしょうねエ。 

 大きな碑は「誠実」と書かれた九十周年記念碑、小

さな碑は意味が判らないのだが、「頌徳追暮」の碑。「至

誠」、｢勤労｣、｢分慶｣、「推譲」の文字が見える。いか

にものものだ。意味不明の言葉も混じるのだが。 

 兎にも角にもレトロで、明治、大正ロマンを彷彿と

し、ノスタルジックを誘うぞ。と、ここまでは「入江

川編」のところでも述べたものです。 

 この子安小学校の周りは、どんどん近代化が押し寄

せているが、ここだけ明治のままです。 

さて、この辺りで疑問だったのが、親父やお袋の昔話に出てくる「おっこち池」のことでした。こ

の池に行ってはいけない、子供達だけだとおっこちてしまうからと、親達から禁止されていたとの

こと。両親それぞれが覚えている池なので、今でも何処かにあるんだろうと思っておりました。図

書館で神奈川区史を調べてもそれらしい記述は出てきません。 

 おかしいなあ？internetでも出てこないぞ！当たり前でした。ついこの間、お袋に再度聞いた
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シネマパーク新子安 
撮影所跡 

浅野学園 

おっこち池 

ところ、どうやら「打越池」という名称だったものら

しい。そりゃ判らんねえ。 

その当時の写真がこれ。池というよりは沼か田圃。 

また、この辺りには昭和初期の時代には、｢シネマ

パーク｣という撮影所があったらしい。そしてこのシ

ネマパークの近辺に、この「おっこち池｣があったら

しい。 

「シネマパーク」については次のような記述が「わ

が町の昔と今-神奈川区編-」に載っていますのでご紹

介しましょう。 

「独立映画の貸しスタジオ」 

 昭和2年3月に松竹蒲田撮影所の舞台装置部主任・

西七郎が、新子安（現在の生麦中学校一帯）に約 3

万坪の独立映画の貸しスタジオを造った。そこに諸口

十九、筑波雪子ら当時の人気俳優が撮影に訪れていた。 

撮影の日はナマの俳優の顔が見られるというので、地

元の子安だけでなく遠くから“追っかけ族”が押しか

けた。蒲田の野村芳亭監督（野村芳太郎の父）が、オールキャストの大作「白虎隊」のクライマッ

クスをここに大野外セットを建てて撮影した。当時の新子安あたりは周囲を山林に覆われ、「白虎

隊」の舞台である会津の飯盛山を再現するには最適な環境だったようだ。 

浅野学園 

シネマパーク 
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 しかし、この年 9月には経営困難となり閉鎖したが、建物だけは昭和

8年頃まで残っていたそうだ。 

 僅か半年の命であったこの撮影所の撮影風景は、幼き日のお袋の目に

印象深いものがあったらしく、今でも鮮明に思い出すようで、良く言の

葉にのせます。池の水をポンプで汲み上げ雨として降らした中を、時代

劇の俳優さんたちがぐるぐるカメラの周りを回っていた（少人数で大戦

闘シーンを演出する手法か？）と言う逸話が良く出ます。 

 ここで池というのが「キーワード｣で出てきますので、これが「おっ

こち池｣だったのではと考える次第です。また「打越｣というのは小さな

峠※２を指すようですので、子安の丘の峠にある「沼｣をそう読んだのか

もしれませんね。 

左の写真は浅野学園の浅野翁の銅像

付近にあった池または沼地の写真で

す。大正10年頃のもの。 

結構満々と水を湛えた立派な池です。

ここがその「おっこち池｣なのでしょ

うか？ 

この写真に写っている人々は何で

ここに集まっているのでしょう。 

何か不自然です。なにやら事件の

香りがします。って写真かなあ。 

 結局、「おっこち池｣の具体的な場

所は判らなかったので取材はしませ

んでした。お袋も「何処になるのかしらねえ」と心もとない返事でした。 

 次回はこの章の続きで、「大安寺近辺の謎を探る」です。この｢大安寺｣と由佳ちゃんちの｢塩前寺｣

を巡る謎もご紹介したいと思います。 

 

※１ 玄翁 

 「玄翁」って呼び方は江戸のでえく（大工）が言っていました。関西では「金槌」と言います。

厳密に言うと両者には違いがあるようですが、普通、私達が金槌と呼んでいるものは「玄翁」で、

前が槌、後ろが釘抜になっているものが「金槌」です。 

※２ 「ウツ」とは「狭い谷、崖」、「コシ」と

は「麓、崖」を意味するという説もあります。

関連文献 産業遺跡を歩く-北関東の産業考古学- 

 以前にタツノオトシゴさんから貰った、氏

のお父さん(文部省だったかの建築技官の方

でした。)の遺本。面白いんだけど場所が北関

東に限定されているので、多少探して回るの

に二の足を踏んでいます。南関東だったら直

ぐ行っちゃうんだけど･･･。  


